
寝台特急「サンライズエクスプレス」
トラベルダイアリー

子寿野大

中
国
・
四
国
エ
リ
ア
と
首
都
圏
と
を
結
ぶ
寝
台
特
急
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
品
V
-
1
-

瀬
戸
」
は
、
「
北
斗
星
」
、
「
カ

シ
オ
ベ
ア
」
、
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
と
い
っ
た
昭
和
・
平
成
を
駆
け
抜
け
た
寝
台
列
車
が
廃
止

さ
れ
、
「
な
な
つ
星
」
や
「
四
季
島
」
の
よ
う
な
高
価
で
豪
華
な
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
が
注
目
を
集
め
る
こ

O

一
七
年
に
お
い
て
、
お
手
頃
価
格
な
唯
一
の
寝
台
列
車
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
行
き
先
の
一
つ
が
縁

結
び
の
神
様
の
お
膝
元
で
あ
る
か
ら
か
、
若
い
女
性
に
大
変
人
気
が
あ
り
、
下
り
の
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
雲
」

と
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
瀬
戸
」
が
分
岐
す
る
岡
山
駅
で
は
、
鉄
道
フ
ァ
ン
で
な
く
と
も
、
そ
の
珍
し
い
分
離
作
業

を
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
と
共
に
見
守
り
た
く
な
る
だ
ろ
う
。

九
月
二
九
日
プ
レ
ミ
ア
今
ラ
イ
デ
l
の
東
京
駅
。
二
一
時
三

O
分
発
の
湘
南
ラ
イ
ナ
ー
小
田
原
行
き
を

見
送
っ
た
九
番
一

O
番
ホ
l
ム
は
、
東
海
道
線
で
帰
路
に
つ
く
ほ
ろ
酔
い
気
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
、
間
も

な
く
入
線
す
る
寝
台
列
車
を
待
ち
構
え
る
撮
り
鉄
、
旅
鉄
、
乗
り
鉄
で
溢
れ
て
い
た
。
先
頭
車
両
停
車
位
置

を
J
R
ク
ル

l
に
尋
ね
た
後
、
礼
儀
正
し
い
撮
り
鉄
達
と
共
に
カ
メ
ラ
を
構
え
る
九
番
ホ
l
ム
へ
と
「
サ
ン

ラ
イ
ズ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
が
入
線
し
て
き
た
。
ク
リ
ー
ム
色
の
ボ
デ
ィ
に
赤
い
ラ
イ
ン
、
そ
し
て
ヘ
ッ
ド
の

サ
ン
ラ
イ
ズ

金
色
文
字
が
、
ま
さ
に
朝
焼
け
の
温
か
み
を
感
じ
さ
せ
る
(
図
1
)
。
な
ん
と
な
く
女
性
的
と
も
い
え
る
、
丸

み
を
帯
び
た
優
美
な
被
写
体
を
十
分
堪
能
し
た
後
、
先
頭
車
両
を
撮
影
し
よ
う
と
集
ま
っ
て
く
る
乗
客
達
の

流
れ
に
逆
ら
い
な
が
ら
、
自
身
の
予
約
し
た
個
室
(
車
両
)
へ
と
向
か
っ
た
。
目
的
は
広
島
出
張
。
そ
の
途
中

の
岡
山
ま
で
、
こ
れ
か
ら
寝
な
が
ら
旅
を
す
る
の
だ
。

一
九
九
八
年
に
運
行
を
開
始
し
た
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
は
、
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
瀬
戸
」
(
一
七
号

車
)
と
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
雲
」
(
八
|
一
四
号
車
)
と
で
編
成
内
容
が
ま
っ
た
く
等
し
い
、
ま
る
で
双
子
が
連
れ

立
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
一
四
両
編
成
の
寝
台
列
車
で
あ
る
(
図
2
)
。
東
京
と
出
雲
市
と
を
結
ぶ
「
サ
ン
ラ

イ
ズ
出
雲
」
は
、
全
九
五
二
了
六
回
を
一
一
時
間
五
八
分
(
上
り
は
一
一
一
時
間
二
二
分
)
で
駆
け
抜
け
、
「
サ
ン

ラ
イ
ズ
瀬
戸
」
は
、
東
京
|
琴
平
間
の
全
八
四
八
・
二
一
回
を
一

0
時
間
五
二
分
(
上
り
は
高
松
i

東
京
間
九
時

間
四
二
分
)
で
走
破
す
る
。
全
車
両
二
階
建
て
を
基
本
と
し
、
一
人
用
A
個
室
「
シ
ン
グ
ル
デ
ラ
ッ
ク
ス
」
が
、

個
室
に
洗
面
台
や
テ
ー
ブ
ル
&
椅
子
を
備
え
た
最
上
ル

l
ム
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
天
井
高
め
の
二
人
(
一
人
)

用
B
個
室
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
ツ
イ
ン
」
、
「
シ
ン
グ
ル
ツ
イ
ン
」
、
一
人
用
B
個
室
「
シ
ン
グ
ル
」
や
「
ソ
ロ
」
、

横
に
な
れ
る
普
通
車
指
定
席
扱
い
の
「
ノ
ピ
ノ
ピ
座
席
」
と
、
多
彩
な
く
つ
ろ
ぎ
ス
ペ
ー
ス
が
ラ
ン
ク
別
に

用
意
さ
れ
て
い
る
。
住
宅
メ
ー
カ
ー
の
ミ
サ
ワ
ホ
l
ム
と
の
共
同
開
発
に
よ
る
内
装
が
、
ど
の
個
室
に
も
木
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図1 東京駅入線時の先頭車両

の
温
も
り
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
だ
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
快
適
な
睡
眠
の
追
及
を
テ
l
マ
に
、
振
動
を
軽
減
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
施
さ
れ
、
「
ノ
ピ
ノ
ピ
座
席
」
以
外
の
個
室
ベ
ッ
ド
は
す
べ
て
、
振
動
の
少
な
い
線
路

方
向
(
線
路
に
並
行
)
を
向
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

定
刻
通
り
二
二
時
に
東
京
駅
を
出
発
。
岡
山
に
到
着
す
る
六
時
二
七
分
ま
で
お
世
話
に
な
る
我
が
個
室
は
、

「
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
雲
」
一

O
号
車
B
寝
台
個
室
一
四
番
「
ソ
ロ
」
。
「
ノ
ピ
ノ
ビ
座
席
」
の
次
に
お
手
頃
価
格
な

個
室
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
一

O
号
車
と
コ
一
号
車
だ
け
が
機
械
を
積
ん
だ
電
動
車
で
あ
る
た
め
、
階
下
が
設

け
ら
れ
な
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
車
両
真
ん
中
を
つ
ら
ぬ
く
廊
下
の
左
右
に
居
並
ぶ
「
ソ
ロ
」

は
、
天
上
低
め
の
二
層
構
造
(
上
段
下
段
)
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
四
番
上
段
個
室
は
、
ス
ラ
イ
ド
式
の
一
扉

の
先
に
、
大
人
一
人
が
よ
う
や
く
通
れ
る
、
幅
三

0
セ
ン
チ
程
の
階
段
が
一
二
段
し
つ
ら
え
ら
れ
(
図
3
)
、
そ

の
上
に
、
幅
七

0
セ
ン
チ
程
の
ベ
ッ
ド
が
線
路
方
向
に
配
置
さ
れ
て
い
る
(
図

4
)
。
側
面
窓
に
は
大
型
の
曲

面
ガ
ラ
ス
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
車
窓
か
ら
の
広
い
眺
望
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
奥
に
は
、
小

型
キ
ャ
リ
ー
ヶ

l
ス
が
よ
う
や
く
収
納
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
ハ
ン
ガ
ー
が
一
つ
。
ま
る
で
カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル

の
よ
う
な
し
つ
ら
え
だ
。
奥
行
の
な
い
階
段
が
、
ヒ
ー
ル
の
高
い
靴
で
は
少
々
登
り
づ
ら
い
と
い
う
難
点
を

除
け
ば
、
寝
な
が
ら
移
動
す
る
に
は
十
分
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
横
浜
駅
を
発
車
す
る
と
き

に
は
も
う
、

B
寝
台
用
シ
ャ
ワ
ー
ヵ

l
ド
完
売
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た
。

売
庖
も
車
内
販
売
も
な
く
、
楽
し
く
く
つ
ろ
ぎ
眠
り
な
が
ら
移
動
す
る
だ
け
の
列
車
。
飲
食
し
た
け
れ
ば
、

夜
遅
く
ま
で
に
ぎ
わ
う
東
京
駅
の
エ
キ
チ
カ
で
、
夜
食
や
寝
酒
を
買
っ
て
乗
れ
ば
よ
い
。
と
こ
ろ
で
、
「
ソ

ロ
」
の
居
並
ぶ
一

O
号
車
の
奥
に
は
ラ
ウ
ン
ジ
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
車
窓
を
楽
し
む
た
め
に
、
テ
ー
ブ
ル

も
椅
子
も
す
べ
て
窓
向
き
に
固
定
さ
れ
て
い
る
(
図

5
)
。
赤
ワ
イ
ン
に
サ
ラ
ダ
と
チ
l
ズ
を
買
い
込
ん
で
乗

車
し
た
私
は
、
こ
の
ラ
ウ
ン
ジ
に
併
設
さ
れ
た
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
用
自
動
販
売
機
で
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

を
購
入
し
て
「
カ
プ
セ
ル
」
へ
と
戻
り
、
車
窓
の
夜
景
を
肴
に
さ
さ
や
か
な
酒
盛
り
を
し
た
。
い
つ
の
間
に

か
寝
入
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
目
を
覚
ま
し
た
と
こ
ろ
は
尾
張
二
百
。
名
古
屋
か
ら
岐
阜
に
向
か
う
途
中

の
こ
の
駅
は
、
人
の
乗
降
の
な
い
運
行
停
車
駅
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
再
び
寝
入
り
、
姫
路
に
到

着
す
る
五
時
半
頃
に
ち
ょ
う
ど
目
覚
め
、
身
支
度
を
始
め
た
。

朝
六
時
を
過
ぎ
た
頃
に
は
車
内
放
送
が
再
開
さ
れ
、
岡
山
駅
で
の
双
子
列
車
の
分
離
準
備
の
た
め
、
七
号

車
と
八
号
車
の
聞
の
行
き
来
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。
定
刻
通
り
六
時
二
七
分
に
岡
山
で
下
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図2 方向幕図3 iソロJ(上段)の室内階段



図4 rソロJ(上段)のベッドと側面窓

車
し
た
私
は
、
‘
分
離
作
業
が
行
わ
れ
る
場
所
へ
と
急
い
だ
。
大
人
も
子
供
も
男
性
も
女
性
も
、
カ
メ
ラ
を
構

え
て
分
離
作
業
を
見
守
っ
て
い
る
。
通
行
可
能
だ
っ
た
蛇
腹
式
の
通
路
が
切
り
離
さ
れ
て
格
納
さ
れ
、
ス
ラ

イ
ド
式
の
一
扉
が
閉
ま
る
と
、
そ
こ
が
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
雲
」
の
先
頭
車
両
と
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
瀬
戸
」
の
最
後

尾
と
な
る
。
車
両
下
方
の
連
結
部
分
が
作
業
員
の
旗
振
り
合
図
に
よ
っ
て
解
除
さ
れ
る
と
、
前
方
の
「
サ
ン

ラ
イ
ズ
瀬
戸
」
が
ゆ
っ
く
り
と
前
進
し
、
分
離
作
業
が
終
了
す
る
。
ほ
ん
の
数
分
の
出
来
事
だ
。
六
時
三
一

分
に
発
車
す
る
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
瀬
戸
」
と
、
そ
れ
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
三
分
後
に
発
車
す
る
「
サ
ン
ラ
イ

ズ
出
雲
」
を
ホ
l
ム
で
見
送
り
、
広
島
を
目
指
し
て
新
幹
線
乗
り
場
へ
と
移
動
し
た
。
そ
の
日
の
朝
食
は
、

「
お
か
や
ま
和
牛
肉
」
の
す
き
焼
き
弁
当
と
、
香
り
高
い
ド
リ
ッ
プ
式
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
だ
っ
た
。、、

午
前
一

O
時
か
ら
始
ま
る
広
島
大
学
で
の
学
会
に
は
、
余
裕
で
間
に
合
っ
た
。
こ
の
日
は
通
常
の
ホ
テ
ル

に
一
泊
。
翌
一

O
月
一
日
、
約
二
五
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
広
大
大
学
院
(
修
士
)
時
代
の
指
導
教
官
と
積
も
る

話
を
し
て
後
、
広
島
か
ら
再
び
岡
山
へ
と
向
か
っ
た
。
帰
路
も
ま
た
寝
台
列
車
で
東
京
へ
運
ん
で
も
ら
う
の

だ
。
二
二
時
近
く
に
岡
山
駅
に
到
着
。
一
二
番
ホ
l
ム
の
階
段
下
あ
た
り
で
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

達
の
到
着
を
待
ち
構
え
た
。
昨
朝
の
分
離
作
業
見
学
の
経
験
を
ふ
ま
え
る
と
、
二
列
車
の
連
結
作
業
が
こ
の

あ
た
り
で
行
わ
れ
る
は
ず
な
の
だ
。
ま
ず
、
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
雲
」
が
二
二
時
二

O
分
過
ぎ
に
入
線
し
た
。
作

業
員
が
最
後
尾
の
ヘ
ッ
ド
部
分
を
横
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
、
中
か
ら
蛇
腹
式
の
縦
長
の
筒
を
取
り
出
し
た
(
図

6
)
。
連
結
後
の
通
路
と
な
る
部
分
で
あ
る
。
そ
し
て
数
分
の
後
、
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
瀬
戸
」
が
入
線

L
停
車
す

る
と
、
「
出
雲
」
や
「
瀬
戸
」
の
乗
客
達
が
、
連
結
風
景
を
写
真
に
収
め
よ
う
と
集
ま
っ
て
く
る
。
カ
メ
ラ
を

抱
え
た
鉄
道
フ
ァ
ン
ら
し
き
若
者
に
、
「
旗
振
り
は
こ
の
あ
た
り
で
す
か
?
」
と
尋
ね
ら
れ
た
。
連
結
を
指
揮

す
る
旗
振
り
の
こ
と
だ
ろ
う
。
「
分
離
作
業
の
と
き
の
記
憶
を
辿
る
と
、
こ
の
あ
た
り
で
大
丈
夫
で
す
よ
」
と

答
え
る
と
、
周
り
の
注
目
を
一
瞬
浴
び
る
結
果
と
な
っ
た
。
ス
ー
ツ
に
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
に
ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
鉄

子
さ
ん
が
い
て
も
い
い
で
は
な
い
か
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
「
瀬
戸
」
の
先
頭
車
両
が
、
大
き
く
口

を
聞
け
て
ゆ
っ
く
り
と
「
出
雲
」
へ
と
近
づ
い
て
い
く
。
「
出
雲
」
か
ら
延
び
る
蛇
腹
式
の
筒
が
「
瀬
戸
」
に

固
定
さ
れ
、
鉄
製
の
連
結
部
分
が
し
っ
か
り
ジ
ョ
イ
ン
卜
さ
れ
て
、
作
業
が
完
了
し
た
。

二
二
時
三
四
分
に
岡
山
駅
を
出
発
す
る
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
瀬
戸
」
一
一
号
車
A
寝
台
個
室
「
シ
ン
グ
ル
デ
ラ

ッ
ク
ス
」
の
二
二
番
が
、
私
の
帰
路
の
ホ
テ
ル
と
な
っ
た
。
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
」
で
も
「
北
斗
星
」
で
も
幸
い

な
こ
と
に
、

A
寝
台
個
室
「
ロ
イ
ヤ
ル
」
に
泊
ま
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
ら
ば
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
」
で
も
最
上
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図5 真夜中のラウンジ図6 岡山駅での連結作業風景



図7 間接照明が多数使用された
「シングルデラックスJ

図8 rシングルデラックスjの広々とした
ベッドと車窓

図9 ページュのナイロン地に工ンジの文字
と縛り組のアメニティ用巾着袋

の
部
屋
に
泊
ま
れ
れ
ば
:
:
:
と
い
う
願
い
は
叶
っ
た
。
扉
を
押
し
開
き
、
フ
ワ
フ
ワ
械
替
の
床
に
足
を
踏
み

入
れ
る
と
、
乳
白
色
の
間
接
照
明
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
三
畳
程
の
心
地
よ
い
空
間
が
広
が
っ
て
い
た
(
図
7
)
0

ふ
つ
う
に
立
て
る
。
そ
し
て
窓
辺
に
は
、
幅
九

0
セ
ン
チ
程
の
ベ
ッ
ド
が
線
路
方
向
に
置
か
れ
て
い
る
(
図

8
)
。
扉
の
正
面
の
壁
は
一
面
鏡
張
り
で
、
そ
の
下
に
は
洗
面
台
、
そ
の
横
に
は
大
き
め
の
書
物
机
と
椅
子
が

置
か
れ
て
い
る
。
シ
ャ
ワ
ー
も
ト
イ
レ
も
テ
レ
ビ
も
な
い
が
、
そ
こ
は
、
木
の
温
も
り
溢
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
の
シ
ン
グ
ル
ル

l
ム
そ
の
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
列
車
の
旅
の
楽
し
み
は
車
窓
の
風
景
に
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
眺
め
方
と
い
う
も
の
が
、

旅
の
ラ
グ
ジ
ユ
ア
リ

l
感
を
一
層
演
出
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
、
通
常
車
両
の
座
席
と
し
て
は
決
し
て
存
在

し
え
な
い
可
動
式
の
椅
子
を
、
進
行
方
向
で
は
な
く
窓
に
向
け
て
置
き
、
そ
こ
に
座
っ
て
大
き
な
車
窓
を
眺

め
る
こ
と
に
あ
る
と
私
は
考
え
る
。
こ
れ
で
列
車
が
く
つ
ろ
ぎ
部
屋
と
な
る
。
風
景
が
横
へ
横
へ
と
流
れ
る

窓
が
、
リ
ビ
ン
グ
の
大
き
な
壁
掛
け
テ
レ
ビ
の
よ
う
に
な
る
。
そ
の
う
ち
に
車
掌
さ
ん
が
、

A
寝
台
専
用
の

ア
メ
ニ
テ
イ
セ
ッ
ト
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
中
身
は
よ
く
あ
る
ホ
テ
ル
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
な
の
だ
が
、
「
サ
ン

ラ
イ
ズ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
印
の
巾
着
袋
が
レ
ア
も
の
な
の
だ
(
図

9
)
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
増
え
て
う
れ
し
い
。

サ
ン
ラ
イ
ズ

さ
て
、
こ
の
旅
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
ま
さ
に
夜
明
け
と
の
出
会
い
だ
ろ
う
。
伊
豆
半
島
の
付
け
根
あ

た
り
で
目
が
覚
め
る
。
沼
津
あ
た
り
で
夜
が
白
む
。
そ
し
て
熱
海
で
陽
が
登
り
、
湯
河
原
、
真
鶴
、
早
川
と
、

海
辺
の
朝
日
を
見
渡
し
た
。
小
田
原
で
始
発
の
通
勤
電
車
と
並
走
し
、
茅
ケ
崎
、
横
浜
、
川
崎
と
、
月
曜
日

の
日
常
へ
と
滑
り
込
ん
で
ゆ
く
。
東
京
駅
到
着
は
七
時
八
分
。
山
手
線
へ
と
乗
り
換
え
れ
ば
、
そ
こ
は
も
う

満
員
の
通
勤
電
車
だ
。
そ
し
て
そ
の
ま
ま
職
場
へ
と
向
か
っ
た
。
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